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主 催  公益財団法⼈都市緑化機構 

特別協賛  第 ⼀ ⽣ 命 保 険 株 式 会 社 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇緑の市⺠協働部⾨ 

 

◇緑の事業活動部⾨ 

 

◇緑のまちづくり部⾨ 

 
※ 過去の「緑の都市賞」もしくは他の全国規模で実施されている同様趣旨のコンクール等において賞を受けている作

品については、過去に賞を受けた時点と現時点の⽐較ができる資料を添付して下さい。 
なお、過去の「緑の都市賞」において賞を受けている作品については、過去に受けている賞と同⼀もしくはそれ以下
の賞は受けることができません。 

  

応募資格 主に市⺠団体 
（町内会･⾃治会等の地縁団体、ＮＰＯ、学校の教師･児童･PTA の活動、病院の職員等）

応募内容  ボランティアを基本とした緑化活動で、地域の社会や環境へ貢献するものとします。

応募資格 主に⺠間事業者 

応募内容 

 ⺠間、公共を問わず都市の緑の保全や創出を事業活動またはその⼀環として取組ん
でいるものとします。（例：オフィスビル・学校・マンション・⼯場の緑化等） 

 NPO 法⼈等でも、公園の指定管理者など活動の⼤半を委託事業として取組んでいる
ものも含みます。 

 学校や病院等でも、業者委託での緑地の整備や管理なども含みます。 

応募資格 主に市区町村 

応募内容 
 都市全般や地域の総合的な緑化に取組み、その成果をあげているもので、地域の個

性を活かした緑化を展開しているものとします。（例：地⽅公共団体の緑化施策、
都市開発事業における緑地の保全・創出等） 
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緑の保全と緑化の推進は、地球温暖化の抑制や⽣物多様性の保全等、持続的な環境の改善につな
がるとともに、⼈々の暮らしに潤いと安らぎを与え、健康の増進や次世代を担う⼦供達の育成な
ど様々な効果をもたらします。緑の都市賞は、樹⽊や花、⽔辺などの「みどり」を⽤いた環境の
改善、景観の向上、地域社会の活性化、⻘少年の育成等に取組み、環境や社会に対する貢献の実
績と成果をあげている市⺠団体、企業、公共団体等の団体を顕彰し、快適で地球に優しい⽣活環
境の創出を推進することを⽬的とします。

⽬ 的 

募集部⾨は、『緑の市⺠協働部⾨』『緑の事業活動部⾨』『緑のまちづくり部⾨』の３部⾨です。

募 集 部 ⾨ 



6     
 

 
公益財団法⼈ 都市緑化機構 「緑の都市賞」事務局 
〒101-0051 東京都千代⽥区神⽥神保町 3-2-4 ⽥村ビル 2 階 
T E L：03-5216-7191  Ｆ Ａ Ｘ: 03-5216-7195 
e - m a i l： midori.info@urbangreen.or.jp ホ ー ム ペ ー ジ：http://urbangreen.or.jp 
◆応募⽤紙は、当財団ホームページからダウンロードすることができます。 
◆郵送を希望される⽅は上記事務局までお問合せください。 

応募・推薦の問合せ先

２

 

推薦締切  平成28年4⽉28⽇（⽊） 当⽇消印有効（※ファクシミリ及びメール可） 

応募締切  平成28年6⽉30⽇（⽊） 当⽇消印有効 

応募・推薦の締切り 

 
国⼟交通省地⽅整備局並びに都道府県の公園・緑地の担当部署におかれましては、賞を受けるに相
応しいと思われる団体をご推薦いただくことができます。 
なお、ご推薦にあたりましては、平成 28 年 4 ⽉ 28 ⽇（⽊）までに簡単な推薦理由を明記した推
薦書を下記の｢緑の都市賞｣事務局にご送付下さい。 
※ ご推薦いただきました団体との調整は当財団が⾏い、応募の判断につきましては、推薦いただいた団体に最終的

な判断を委ねるものといたします。 

推  薦 

 
応募は、全国で都市の緑化推進や緑の保全に取組まれている皆様から、直接ご応募いただく⽅法と、
国⼟交通省地⽅整備局もしくは、都道府県の公園・緑地の担当部署から下記のご推薦をいただき、
ご応募いただく⽅法の⼆通りの⽅法があります。 
なお、応募にあたりましては、応募⽤紙に必要事項をご記⼊の上、緑化や緑の保全の成果が確認で
きる写真（15〜20 枚以内）及び、その他の必要な資料を添えて、平成 28 年 6 ⽉ 30 ⽇（⽊）まで
に下記の「緑の都市賞」事務局宛にご送付下さい。 

 

※ 応募資料のご送付と併せて応募資料⼀式（写真を含む）のデータを CD にして同封願います。 
※ 過去の「緑の都市賞」もしくは他の全国規模で実施されている同様趣旨のコンクール等において賞を受けてい

る作品については、過去に賞を受けた時点と現時点の⽐較ができる資料を添付して下さい。 
※ 応募書類（応募⽤紙、写真、その他の添付資料等）は、返却いたしませんので、予めご了承ください。 
※ 応募された作品の使⽤権は、主催者に帰属します。 

応  募 

 

審査は、「予備審査」と「本審査」の２段階によって⾏われます。 
※ 事務局は、必要に応じて作品の内容についての問合せを⾏う場合があります。また、現地の確認とヒアリングを

実施させていただく場合があります。 

審  査 



 

 

各部⾨における審査の主なポイントは、次の通りです。 

審査の主なポイント 

 

 『緑の市⺠協働部⾨』『緑の事業活動部⾨』 

活動・事業の⽬的 緑による環境や社会への貢献など本賞の趣旨との適合性 

技 術 的 ⼯ 夫 都市環境や地域社会に貢献する緑の多様な効果を⾼める技術的な⼯夫 

環 境 へ の 配 慮 都市の温暖化の抑制や⽣物多様性の保全など環境改善に対する配慮 

景観向上への寄与 
周辺の景観との調和や地域の特⾊をいかした街づくりなど景観向上への
寄与 

周 辺 へ の 効 果 
地域への公開性、及び、やすらぎの場の提供や環境教育での利⽤など周辺
地域への波及効果

維 持 管 理 適正で持続的な維持管理 

取 組 み 期 間 緑化や緑の保全の取組み継続期間 
 

 『緑のまちづくり部⾨』 

都 市 緑 化 全 般 の 
取組みとその成果 

都市緑化、景観対策、市⺠参加、緑による健康づくり等、都市や地域の総合
的な緑化に関連する全ての施策の展開の状況とその成果 

特 ⾊ あ る 施 策 と 
そ の 成 果 

都市や地域の個性（地理・歴史・⽂化など）を活かした緑化、緑の保全、⽣
物多様性の保全、住⺠の健康や次世代の育成に向けた取組みとその成果 

市⺠や企業等との  
連 携 施 策 と 成 果 市⺠や企業等に対する⽀援及び連携しての取組みとその成果 

今 後 の 展 開 緑化全般の取組み及び特⾊ある施策等の今後の展開の可能性 
 

 
委員⻑  樺 ⼭  紘 ⼀ 印刷博物館 館⻑
委 員  池 邊  このみ 千葉⼤学 園芸学部園芸学研究科 教授 

  ⽯ 川  幹  ⼦ 中央⼤学 理⼯学部⼈間総合理⼯学科 教授 
  井 上   洋 ⼀般社団法⼈⽇本経済団体連合会 教育･スポーツ推進本部⻑
  栗 ⽥   卓 也 国⼟交通省 都市局⻑
  陣 内  秀 信 法政⼤学 デザイン⼯学部建築学科 教授 
  野 ⼝  智 ⼦ ゆとり研究所 所⻑
  涌 井  史 郎 東京都市⼤学 環境情報学部環境情報学科 教授 
  渡 邉  光⼀郎 第⼀⽣命保険株式会社 代表取締役社⻑  
  宮 下  和 正 公益財団法⼈都市緑化機構 専務理事 
   （予定、敬称略）

 

審 査 委 員 

３

平成 28 年 4 ⽉ 1 ⽇現在



 

 

平成 28 年 10 ⽉中旬 に応募者に対して⽂書にて通知します。 

⼊ 選 発 表

 

 
平成 28 年 11 ⽉上旬  東京（予定） 
◇内 閣 総 理 ⼤ ⾂ 賞  1  点 [賞状及び副賞 20 万円（活動助成⾦）] 
◇国 ⼟ 交 通 ⼤ ⾂ 賞  3 点以内 [賞状及び副賞 15 万円（活動助成⾦）] 
◇都市緑化機構会⻑賞 3 点以内 [賞状及び副賞 10 万円（活動助成⾦）] 
◇奨 励 賞 若  ⼲ [賞状及び副賞 5 万円（活動助成⾦）] 
※ 副賞の活動助成⾦は、「緑の市⺠協働部⾨」の受賞団体のみを対象とさせて頂きます。 

なお、副賞を受け取られたボランティア活動団体には、翌年度の活動状況についてのご報告をいただき、当財
団のホームページ等で活動内容を公開いたします。 

 

表  彰 

 

公益財団法⼈都市緑化機構  

主  催 

 

国⼟交通省 総務省 環境省 全国知事会 全国市⻑会 全国町村会 

後  援 

４

 

第⼀⽣命保険株式会社 

特 別 協 賛

 
⽇本商⼯会議所 公益社団法⼈⽇本⻘年会議所 ⼀般社団法⼈⽇本公園緑地協会 

⼀般社団法⼈ランドスケープコンサルタンツ協会 ⼀般財団法⼈公園財団 
⼀般財団法⼈⽇本造園修景協会 ⼀般財団法⼈⽇本緑化センター  
公益財団法⼈河川財団 ⼀般社団法⼈⽇本建設業連合会  

協  賛 



 

公益財団法⼈都市緑化機構「緑の都市賞」事務局 
〒101-0051 東京都千代⽥区神⽥神保町 3-2-4 ⽥村ビル 2 階 
T E L：03-5216-7191  Ｆ Ａ Ｘ: 03-5216-7195 

e - m a i l： midori.info@urbangreen.or.jp ホームページ：http://urbangreen.or.jp 


